議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成23年7月14日(木)

午後1時～午後3時
場　所　長久手町役場　2階委員会室
出席者　委員長　伊藤祐司、副委員長　じんの和子、
　　　　委員

田崎あきひさ、正木祥豊、加藤和男、
木村さゆり、原田秀俊、　　

議長　丹羽茂雄、副議長　水野とみ子、
議会事務局長、同局長補佐
１　あいさつ

　　議長
２　議題

（１）　市制施行に伴う例規の改正について
　　 　議会事務局長が説明。次回の９月議会で町側が市に変わることに関する条例を上程す

るので、議会も同じ時期に上程することを考えている。まず、長久手町議会委員会に関
する条例だが、市になると公平委員会を設置することが必置であるので、第18条（出
席説明の要求）に「公平委員会の委員長」を加えた。なお、平成24年３月一杯までは
県で公平委員会の業務はしてもらえる。適用については附則で平成24年４月１日から
適用することになる。また、第18条（出席説明の要求）の「ならびに」を「並びに」
に変え、第21条（公聴会開催の手続）の「公示しなければならない。」を「公示する。」
に変えた。
次に、長久手町議会会議規則だが、第33条（選挙関係書類の保存）の「任期間関係書
類」を「任期間、関係書類」に変えた。また、第59条（一般質問）第４項に「質問者
の質問時間は、答弁を含めて60分以内とする。」を入れた。また、第59条の２（決算
審査意見書の質疑）「議員は監査委員の決算審査意見書につき議長の許可を得て質問す
ることができる。」「２　質問者は議長の定めた期間内に議長にその要旨を文書で通告し
なければならない。」を入れた。また、第61条（準用規定）「質問については、第57条
（質疑又は討論の終結等）第一項の規定を準用する。」を入れた。
・議会に関わる条例や規則や規程が14本ある。そのうち今提案しているのは、長久手町議
会委員会に関する条例と長久手町議会会議規則である。もともと条例、規則とも役場に
ある条例、規則のほとんどは、町長が提案をする。議会に関わる条例、規則の内、何本
かは改正するときの権限が議会にある。長久手町議会委員会条例や長久手町議会会議規
則は議会に上程する権限があるので事務局案を本日提案した。それ以外にもいくつかあ
るが、大きく条文を改正するものはなく、全部長久手町を長久手市にするものである。

例えば、長久手町議会議員政治倫理条例は、長久手市議会政治倫理条例になる。長久手

町議会公印規程は長久手市議会公印規程に直すが、行政課と議会事務局で連携をして一

括処理ができるものは一括で処理をしてしまう。また、決裁で変わるものもある。結果

として14本のうち12本は何らかの一括処理をして長久手町から長久手市に変える。
  ・提案者はわかるか。
　・長久手町議会会議規則は平成19年、平成20年、平成21年に改正している。いずれも提
案者は副議長になっている。賛成者は会派代表者と会派に属してないところから代表者
を１名選んでいる。

・事務局としては、副議長が提案者となり、賛成者については、会派の代表者も今期は３

人なので、例えば、議会運営委員会委員とするという案ではどうか。
・委員会付託はどうなるか。
・過去いずれも委員会付託は省略している。みなさんの合意を得て委員会省略でお願いし

たい。

　（結論）
長久手町議会委員会に関する条例と長久手町議会会議規則の条文については持ち帰り、
次回意見調整し判断をする。なお、提案者は副議長とし、賛成者は議会運営委員とし、

委員会付託は省略する。
（２）  会議時間について

議会事務局長が説明。近隣市町の会議時間をまとめた。この会議時間は、議会会議規則

に定められた時間である。
　・町側の確認が必要である。日進市は午前８時30分に開会としているが早すぎる。せめて
　　午前９時にした方がいい。また、一般質問と一般質問以外の本会議の時間を変えてもい
い。
　・午前９時30分から午後５時までが妥当である。

　・一般質問が午前中に３人できなければ意味がない。例えば、午前９時から10時までが１
人目、午前10時10分から11時10分が２人目、午前11時20分から午後０時20分が３
人目で、午後は午後１時30分から２時30分が４人目、午後２時40分から３時40分が

５人目、午後３時50分から４時50分が６人目とすることが可能であれば早める意義が

ある。終りの時間を早めることで町側に一般質問結果を検討してもらいたい。一般質問
の日程を３日という縛りを無くせば解決することも含めて問題提起する。
　・午前９時開会はメリットがない。午前９時30分開会がいい。午前中に３人行うことは難

しい。午前９時30分開会だと確実に午前中に２人はできる。

　・今まで慣例で午前10時に開会し時間延長も行っている。職員が役場に午前８時30分に

出勤し、資料整理を行うことを考慮すると午前９時開会は早すぎる。まずは、30分くら

い早め午前９時30分に開会し、終了時間も毎回午後５時を超えることであれば午後５時30分までとすることを会議時間としてもいい。

（委員長）

一般質問以外の本会議、常任委員会の開会時間についてはどうか。
　・他も会議規則で統一して午前９時30分から開会がいい。

　　（議長）

　　午前中の一般質問が昼休みにかかることについては問題ないのか。

　・昼休憩を１時間確保できればいい。

　・傍聴者の立場に立っても午前中に３人やれればいい。午前中に３人やれなければ現行の

午前10時開会でいい。

　　（委員長）

　　現在、一般質問は３日間だが、これを延ばすことについてはどうか。

　・一般質問の日数が延びれば午前３人にはこだわらない。

　　（委員長）

　　昼休みが間延びすることは、住民からの批判も多い。午前９時30分に始めると、午前

11時40分に終わってしまう。
　・他市町が午前中に何人やっているのか。

　・会議規則にある時間しか調べていない。ただ、現在、昼休みは60分ではなく、通常70分、長いと80分取っている。現在、午前10時に開会し、昼休みが午後０時10分からとなり、大体午後１時20分か１時30分に再開している。それが例えば、午前９時30分に開会すると午前11時40分に終わったとしても午後１時に再開することはできる。午後１時に再開すれば、午後５時40分には終了する。午前９時に開会し午前中に３人行うことは、昼休みに入ってきてしまうという問題がある。また、執行部との合意が必要であり、あまり大きく変えるのは問題である。
　　（委員長）

　　会議時間は会議規則にも謳ってある。全面改正するなら会議規則も改正しなければいけない。過去には議長権限で一般質問だけ開会時間を早めたという実例もある。議長権限で色々なパターンを試してみてはどうか。

　・一度午前９時30分開会でやってみて、駄目だったら午前９時開会にしたらどうか。
　　（結論）

　　試行的に９月議会から本会議・常任委員会の開会時間を議長権限で午前９時30分に早め様子を見ていく。また、町側とも調整を行う。
（後日、全国町村議会議長会に確認したところ、会議規則にあることは、やむを得ない理
由がない限り変更するべきではない。一般質問のみ午前９時30分開始とできるとの見解
だった。）
（３）  議員定数問題について

　　（委員長）
　　 先回の委員会の後、また、本会議の全員打ち合わせ会時に、議員定数問題について意見

集約をかけた。現在、水野竹芳議員から意見をもらっている。各委員がとりまとめた意

見を聞きたい。
　　（政策グループ楓）

　  議員定数削減はいいが、議員だけではなく住民の意見を聞く場を設けたらどうか。また、
試行的に議会報告会をやってみてはどうか。
（公明党）

    議員定数削減については賛成である。具体的には２人減でどうか。

　　（町民クラブ）

　  議員定数削減については賛成である。最大２人減でどうか。

　　（委員長）

　　概ね削減の方向で一致している。ただ、水野竹芳議員の意見は議員定数削減は今考える

べきでないという考えである。これを踏まえて意見を述べてもらいたい。

・長久手町議会で議員定数を削減する意義、削減してどのように住民の期待に応えていく

かが重要である。議員定数削減に反対という住民もいる。
　・議会運営委員会で議員定数削減で意見がまとまるなら、議会運営委員会で出してもいい。
議会運営委員会内で意見が割れるようなら議員提案でやるしかない。住民の意見を聞く場

を設けてもいい。ただ、まとめるなら年内にまとめないといけない。
(委員長)

全員が合意することはなくなった。ただ、何らかの方向性は示したい。９月議会を目途に

し、それまでに合意ができなければ、議員提案という形になる。
・議員定数は４減でいい。一度会派に持ち帰ってもらえないか。合意が得られなけらば２減
でいい。次の議会運営委員会で多数決を取ってもらい、そこで決定した内容で議会運営委

員会提案で９月議会に上程してほしい。
・次の選挙までにさらに議員数を減らせという意見が出ることを見越しての、議員定数４

   減である。
 ・何人削減するにせよ理由が必要である。
　（議長）

　 今、早急に削減数を決めて減らせば、次の選挙までにさらに議員数を減らせという意見が

出てくる。一度削減を決めたら、次の選挙はその定数で行うという認識が必要だ。
 （委員長）
 議員定数削減については、議会運営委員会で採決をしてでも決めていくことでいいか。

 （異議なし）

 （委員長）

   現在、２減案と４減案が提案された。委員会条例や委員会の運営の仕方も含めて議論し

   てもらいたい。
 ・人口40,000人から60,000人の自治体は１人１委員会が多い。例外的に、高浜市、岩倉

   市、愛西市、瑞浪市、瑞穂市は１人１委員会以上に加入している。
 ・色々な選択肢がある。現在は３常任委員会だが、人数が減れば委員会を２つにすることも
あり得る。地方自治法も改正されて複数の委員会に所属できるようにもなった。仮に議員
定数を18人とすると３委員会で割ると１委員会６人となるが、１人が委員長になり、５
人で審議することになる。欠席が１人出ると４人になってしまい４人で審議できるのかが
問題である。また、複数所属とする場合、どのようなルールを作るのかが課題である。現
在、議長も副議長も任期は４年である。ただ、長久手町の場合、慣例で１年ずつの交代に
なっており、基本的には常任委員会は２年で回している。そのルールも併せて考えていか
ないといけない。ただ４委員会にしても２委員会にしても審議はできる。委員会構成は、
議会側の権限をいかに強めていくかという視点で決める必要がある。
 ・委員会は４つあってもいい。１人が２委員会に所属すればいい。
 　（結論）

　 議員定数削減については、議会運営委員会で採決をして決めていく。議員定数２減案、４
   減案が出されたが、各委員は会派に持ち帰って意見集約してもらう。無会派議員には議会

事務局が集約する。次回の議会運営委員会で結論を出す。
 ・次回の議会運営委員会は８月16日（火）午前10時から開催。






